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点
検
・
調
整
時
は
、必
ず
エ
ン
ジ
ン

停
止
❼
道
路
走
行
に
備
え
、反
射

板
の
装
着
❽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
徹
底

産
業
経
済
部
産
業

総
務
課（
産
業
総
務
係
）
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農
繁
期
に
は
、ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
か
ら
道
路
に
土
が
落
ち
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。道
路
に
落
ち
た
泥

や
土
の
塊
は
、通
行
の
妨
げ
に
な

る
だ
け
で
な
く
、交
通
事
故
の
原

因
と
な
る
場
合
も
あ
り
、道
路
法

で
禁
止
行
為
と
し
て
規
定
さ
れ
て

　

県
で
は
、県
内
に
お
住
ま
い
の

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
や
寡
婦
の
人

が
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、必
要
な
知
識
・
技
術

の
修
得
や
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
講
習
ワ
ー
ド

２
０
１
６
平
日
コ
ー
ス

宮
城
県
在
住
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
ま
た
は
寡
婦
で
全
日

程
受
講
で
き
る
人

６
月
23
日（
水
）か
ら
８
月

20
日（
金
）ま
で
の
水
曜
お
よ
び
金

曜（
全
16
回
）／
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

宮
城
県
母
子
・
父
子
福
祉

セ
ン
タ
ー10

人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
選
考

教
材
費
、検
定
料
と
し
て

１
万
６
千
円
程
度（
受
講
料
は
無
料
）

無
料

※
３
歳
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で

５
月
11
日（
火
）〜
31

日（
月
）必
着

講
習
名
、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、託
児
の
有
無（
子

ど
も
の
年
齢
）を
記
入
し
、郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い

宮
城

県
母
子
福
祉
連
合
会（
宮
城
県
母

子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

〒
９
８
３
―
０
８
３
２
／ 

仙
台

市
宮
城
野
区
安
養
寺
３
―
７
―
３
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東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
水
道

加
入
金
、各
種
手
数
料
の
減
免
措

置
を
、令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

延
長
し
ま
す
。

❶
水
道

加
入
金
❷
給
水
装
置
工
事
設
計
審

査
手
数
料
❸
給
水
装
置
工
事
し
ゅ

ん
工
検
査
手
数
料
❹
道
路
占
用
申

請
事
務
手
数
料

東
日
本
大
震
災
で
居
住

す
る
住
宅
が
、り
災
証
明
書
に
よ

り
全
壊
、大
規
模
半
壊
と
判
断
さ

れ
、市
内
に
自
ら
が
居
住
す
る
住

宅
を
新
築
・
改
造
す
る
人

全
額

給
水
装
置
工
事
申
込

書
、り
災
証
明
書
の
写
し

令
和
４
年
３
月
31
日

（
木
）

登
米
市
水
道
お
客
様

セ
ン
タ
ー
と
よ
ま

０
１
２
０（
５
３
１
）１
６
７

上
下
水
道
部
経
営

総
務
課（
業
務
係
）
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近
年
、農
繁
期
に
は
過
信
に
よ

る
操
作
ミ
ス
や
慣
れ
か
ら
く
る
農

作
業
の
油
断
が
農
作
業
中
の
重
大

事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。も

う
一
度
、家
族
や
地
域
で
農
作
業

安
全
の
実
践
事
項
を
確
認
し
、正

し
い
機
械
操
作
で
、農
作
業
事
故

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

❶
機
械
や
道
具
の
点
検
・
整
備
❷

休
憩
が
取
れ
る
無
理
の
な
い
作
業

❸
農
道
を
走
行
す
る
際
の
路
肩
状

況
の
確
認
❹
農
作
業
や
機
械
作
業

に
適
し
た
服
装
❺
慎
重
な
ほ
場
へ

の
出
入
り
、慎
重
な
あ
ぜ
越
え
❻

　

令
和
３
年
４
月
分
か
ら
令
和
４

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、月
額
１
万
６
６
１
０
円
で

す
。保
険
料
は
、日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て

の
納
付
や
便
利
で
お
得
な
口
座
振

替
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
の
納
付
期
限

は
、翌
月
の
末
日
で
す
。保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、不
慮
の
事

故
が
発
生
し
た
際
に
、障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、所
得
が
少
な
い
な
ど
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

入
が
減
少
し
た
場
合
は
、令
和
２

年
２
月
分
以
降
の
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
臨
時
特
例

措
置
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、各
総
合
支
所
市
民
課
窓
口
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
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▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）
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い
ま
す
。や
む
を
得
ず
道
路
を
汚

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、速
や
か

に
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

❶
❷
❸

㊏

◉

☎

　

皆
さ
ん
が
安
全
で
快
適
に
通
行

で
き
る
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）
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米
山
駐
在
所
の
老
朽
化
に
伴
う

建
替
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
米
山
駐
在
所
で
の
業
務

は
４
月
７
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
佐
沼
警
察
署
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▼
米
山
駐
在
所
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国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局

で
は
、毎
年
５
月
の
水
防
月
間
に

あ
わ
せ
、東
北
地
方
に
お
い
て
水

防
演
習
を
持
ち
回
り
で
実
施
し
て

い
ま
す
。本
年
度
は
大
崎
市
江
合

川
河
川
敷
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

演
習
に
は
、各
自
治
体
の
消
防
団

が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、規
模
を
縮
小
し
開

催
さ
れ
る
た
め
、現
地
で
の
観
覧

は
で
き
ま
せ
ん
が
、演
習
の
様
子

が
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
ラ
イ
ブ
配
信

さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

北
上
川
下
流
河
川

事
務
所
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